
フィンランド語文法 第 14 回課題 

今回は、名詞・形容詞のグループのうち、グループ 14、19、20の変化を練習します（教科書 89
ページ参照）｡ 

グループ 14には、単数主格形が子音で終わり、他のグループに入らない語が分類されます。 
・ 階程交替する場合はタイプⅡになります。 
・ 単数属格形 単数主格形末尾に-eをつけて-n。（単数主格形≠語幹） 
・ 単数分格形 単数主格形に-ta/-tä。 
・ 複数分格形 語幹末尾の-eを取り去って-ia/-iä。 
・ ただし、puhelin｢電話｣のように-in で終わる語は、語幹末が-me-になって、単数属
格が puhelimen、単数分格が puhelinta、複数分格が puhelimiaになります。 

グループ 19には、単数主格形が-s で終わる語が分類されます。 
・ 階程交替はしません。 
・ 単数属格形 単数主格形末尾の-sを-kse-に変えて-n。（単数主格形≠語幹） 
・ 単数分格形 単数主格形に-ta/-tä。 
・ 複数分格形 語幹末尾の-eを取り去って-ia/-iä。 

グループ 20には、単数主格形が-s で終わる語が分類されます。 
・ 単数のみタイプⅠの階程交替をします。 
・ 単数属格形 単数主格形末尾の-sを-de-に変えて-n。（単数主格形≠語幹） 
・ 単数分格形 語幹末尾の-eを取り去り、その前の-d-を-t-に変えて-ta/-tä。 
・ 複数分格形 単数主格形末尾の-sを-ks-に変えて-ia/-iä。 

設問１ 次の空欄を埋めなさい。 

 意味 グループ 単数属格 単数分格 複数分格 

avain 鍵 14    
jäsen メンバー 14    
kerros 階 19    
oikeus 権利 20    
rakennus 建物 19    
soitin 楽器 14    
sormus 指輪 19    
todistus 証明書 19    
totuus 真実 20    
tytär 娘 14    



設問２ 次の日本語をフィンランド語に訳しなさい。 

1. フィンランド人は夏が来ると陽気になります。 
2. 私はコンテストで一位になりたい*)。 
3. 私は彼女に指輪をプレゼントします**)。 
4. 君は彼がフィンランド人だと思いますか、それともスウェーデン人だと思いますか。 
5. 君の本はいつできあがるの？ 
6. 君の名前はなんと言うの？ 
7. あの家には私の友達が住んでいます。 
8. 私の友達は猫を飼っています。 
9. 私は毎週***)母に手紙を書きます。(所有接尾辞を使って) 
10. 手の中にあるものは何****)ですか。(所有接尾辞を使って) 
11. 彼の子どもたちは大学生です。 
12. 私の部屋は彼の部屋の隣です。 
13. 妹の車の色は赤です。 
14. あなたたちの話は理解できません。 
15. 君の住居にはいくつ*****)部屋がありますか。 

*) tahtoa｢～したい｣は不定詞を取ります。 
**) ｢～をプレゼントします｣は、｢プレゼントとして～をあげます｣と考えます。 
***) ｢毎週｣は joka viikkoです。viikkoは格変化しますが、jokaは格変化しません。 
****) ｢何｣が可算名詞単数を指している場合は mikä、可算名詞複数あるいは不可算名詞を指し

ている場合は mitäを使います。 
*****) ｢いくつ｣は montakoです。montakoのあとは単数分格形になります。 
 
一位:   ensimmäi|nen, -sen 
思う:   luulla, luulen 
書く:   kirjoittaa, kirjoitan 
コンテスト:  kilpailu, kilpailun 
～したい: tahtoa, tahdon 
スウェーデン人: ruotsalai|nen, -sen 
住居:   asunto, asunnon  
～それとも～: vai (接続詞) 
大学生:  ylioppilas, ylioppilaan 
手:   käsi, käden 

手紙:   kirje, kirjeen 
友達:   toveri, toverin 
名前:   nimi, nimen 
話:   puhe, puheen 
母:  äiti, äidin 
指輪:   sormus, sormuksen 
用意ができた: valmis, valmiin 
陽気な:  iloinen, iloisen 
理解する:  ymmärtää, ymmärrän

 


